
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は独立行政法人環境再生保全機構の環境研究総合推進費（JPMEERF20192007）の支援を受けて実

施したものです。 

 

 

【研究の概要】 

●気象シミュレーション内で中部山岳の標高を変化させることにより、令和元

年東日本台風で山岳が長野県内の豪雨に与えた影響を検討しました。 
 
●飛騨山脈や赤石山脈などの中部山岳の存在によって、長野県の北部地域の降

水量は約 3 割強増加していたという結果が得られました。一方、台風軌道及

び雨雲の流入方向に近い南部地域では、赤石山脈の風上側と風下側で山岳に

よる影響が打ち消し合うため、総降水量に明瞭な変化はないという結果にな

りました。 
 
●長野県に襲来する台風の豪雨は、台風自体の単純な勢力の強さだけではなく、

山岳地形や台風軌道、風向きが影響することが示唆されました。 

 

 長野県環境保全研究所の研究グループでは、温暖化研究の一環として中部山岳の標高を変化

させた気象シミュレーションを行い、令和元年東日本台風での長野県北部地域・南部地域それ

ぞれの降水量に対する山岳の影響を解析しました。本成果は７月 15 日付で国際科学誌

「Scientific Online Letters on the Atmosphere」に掲載されます。 

掲載論文はこちらから：https://doi.org/10.2151/sola.17A-008 
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左：令和元年東日本台風によって長野県内で豪雨が生じた 2019 年 10 月 11-12 日の 2 日間の積算降水量に対する中部

山岳の影響。赤いほど山岳によって雨が強くなり、青いほど弱くなった領域。緑線は 1800m 標高。 

右：県北部領域と南部領域での、山岳の最大標高を 300m ごとに変化させたときの 2 日積算降水量の変化。 
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